
一般国道106号宮古地区（箱石～達曽部）における検討結果

【求められる機能】

①自然災害に強いネットワークの確保
災害時の交通障害や道路寸断による広域迂回を回避し、自然災害に強い
道路ネットワークを確保することが必要。

②三次救急医療施設へのアクセス性の向上
宮古地域には三次救急医療施設がなく、脳梗塞などの重篤患者は約100km
離れた盛岡市へ約２時間かけて救急搬送しており、搬送時間短縮による
アクセス性の向上が必要。

③輸送時間の速達性・定時性の確保
宮古市では水産業が盛んだが、輸送ルートである国道106号は急峻な山間
部を通過するため時間を要し、輸送時間の速達性・定時性の確保が必要。

【ルート・構造案】【岩手県における検討経緯】

平成28年８月 台風第10号災害により国道106号で11日間の全面通行止めが発生

⇒被災区間の防災機能強化に向けた調査を開始

平成30年９月 第１回国道106号宮古地区防災対策検討協議会

平成31年１月 第２回国道106号宮古地区防災対策検討協議会

⇒有識者と国を交えて、国道106号宮古地区における現状と課題や整備の必要性を

整理し、防災上の課題が集中している根市～蟇目、箱石～達曽部の２区間につ

いてルート帯を検討

平成31年４月 国において「直轄による権限代行実施の検討を行うための調査」

に着手

令和元年８月 地元説明会開催による地域住民へのルート帯案の提示

⇒ルート帯の合意形成を図り、ルート帯を決定

令和元年12月 第１回国道106号宮古地区道路技術検討会

令和２年２月 第２回国道106号宮古地区道路技術検討会

⇒有識者と国を交えて、詳細ルート・構造の検討および決定

⇒根市～蟇目間（田鎖蟇目道路）については、国において技術的課題を検討した

結果、事業実施には高度な技術力が必要とされることを確認

令和３年２月 第３回国道106号宮古地区道路技術検討会

⇒箱石～達曽部間について有識者と国を交えて、詳細ルート・構造の検討および

決定（変更）

⇒箱石～達曽部間については、国において技術課題を検討した結果、事業実施には

高度な技術力が必要とされることを確認
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求められる機能 ①自然災害に強いネットワークの確保
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〇 当該区間では急峻な地形や道路寸断の恐れがある箇所（河川と並行する区間）が多数存在し、災害が発生するリスクが高い。

〇 平成28年の台風10号では、道路崩落に伴う全面通行止め（最長11日間）が発生。国道106号は、災害発生時に代替路がない
ため、通常時の約２倍の距離と時間を要する広域迂回が発生。

〇 現道の道路寸断による災害時の広域迂回を回避し、自然災害に強い道路ネットワークの確保が求められる。

《国道106号現道区間の状況と主な被災箇所》

《災害時の広域迂回》
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〇 宮古地域※には三次救急医療施設がないため、管外搬送が必要な場合のほぼ全てを盛岡市へ依存しており、脳梗塞などの
重篤患者は約100km離れた盛岡市（三次救急医療施設）へ、約2時間をかけて救急搬送が必要。

〇 三次救急医療施設への搬送時間短縮によるアクセス性の向上が求められる。

《現状の搬送経路》

《搬送時間と生存率（脳梗塞）》

※宮古地域：宮古市、山田町、岩泉町、田野畑村

《宮古市内の救急患者の管外搬送先》

◆国道106号の所要時間短縮によって、救命率の
向上が想定される。

◆搬送時間の短縮により、重症患者に対する処置
を今までより早く行うことができ、合併症や後遺
症の発生を防ぐ可能性が高まる。

（H29.6 ヒアリング結果）

《岩手医科大学附属病院
高度救命救急センターの声》

求められる機能 ②三次救急医療施設へのアクセス性の向上
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〇 宮古市では水産業が盛んで、さけやたらの漁獲量等は東北１位となっており、主に盛岡市中央卸売市場を経由し全国に出荷。

〇 輸送ルートである国道106号は、急峻な山地部を通り距離も約100kmと時間を要し、出荷のピークである冬期は特に時間を要す
るため、鮮度維持や加工時間の確保、ドライバーの負担軽減など、輸送時間の速達性・定時性の確保が必要。

求められる機能 ③輸送時間の速達性・定時制の確保

《宮古市からの水産物の主な出荷ルート》《東北地方の水産物の漁獲量》

宮古港

至 久慈至 青森

矢巾町

盛岡市

岩泉町滝沢市

宮古盛岡横断道路 約100km

宮古市魚市場～盛岡市中央卸売市場
現況102分（冬期の最大所要時間135分）

E45

E4

水産加工会社

盛岡南IC

東京豊洲市場・
大阪市場へ

出典：平成27年度 全国道路･街路交通情勢調査、H28以降供用区間は設計速度に応じて算出
（冬期：ETC2.0データ（H30.12-H31.2のうち積雪日かつ真冬日,12h））

至 仙台 至 仙台

紫波町
しわちょう

たきざわ

宮古市
みやこ

いわいずみちょう

もりおか

みやこ もりおか

もりおかみやこ

もりおか

せんだいせんだい

くじあおもり

みやこ

盛岡市中央
卸売市場を

経由
やはばちょう

◆輸送時間が短縮されれば、より鮮度が高い状態で届けられるため、より高値
で買ってもらえ売上拡大に繋がるほか、販路拡大が期待できる。

◆盛岡中央卸売市場に搬入される水産品の約７割が宮古方面。※H30年取扱量

◆水産品の鮮度維持のほか、ドライバーの労働時間短縮、疲労軽減効果に
期待。

◆県内へ安定して水産物を流通させる必要があるため、国道106号は水産輸
送になくてはならない道路である。

（R1.7 ヒアリング結果）

《水産事業者の声》
《宮古～盛岡間の距離と地形状況》

さけ漁の最盛期は
10月～12月

たらは1月～3月

写真：宮古市

資料：H30海面漁業生産統計調査
（魚種別漁獲量）

資料：H30水産物流通調査
（魚種別水揚量）
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